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○議長（茅沼隆文） 

続いて、日程第７ 認定第７号 決算認定について（水道事業会計）、日程第８ 議

案第３９号 水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてをあわせて細部説明を

担当課長に求めます。 

上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

では、朗読をさせていただきます。 

認定第７号 決算認定について。 

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２７年度開成町水道事業会計歳

入歳出決算は別冊のとおりにつき、監査委員の意見をつけて認定を求めます。 

平成２８年９月６日提出、開成町長、府川裕一。 

１枚おめくりください。 

議案第３９号 平成２７年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

て。 

平成２７年度水道事業会計未処分利益剰余金を別冊のとおり処分する。よって、地

方公営企業法第３２条第２項の規定により議会の議決を求める。 

平成２８年９月６日提出、開成町長、府川裕一。 

この議案は、別冊の決算書の２８６ページにあります平成２７年度開成町水道事業

剰余金処分計算書（案）になります。この内容の説明につきましては、後ほど決算認

定の説明の中で説明をいたします。 

恐れ入りますが、決算書の２９１ページをお開きください。 

平成２７年度開成町水道事業報告書の概要を朗読いたします。 

１、概要。（１）総括事項。 

平成２８年３月３１日現在の給水装置使用数は前年度比３．０３％増で２１２個増

の７，１８９個、給水人口は前年度比１．５６％増で２６５人増の１万７，２０４人

となりました。年間有収水量は、今年度がうるう年のため、前年度より２，６０２立

方メートル増の１９３万９，１０２立方メートル、１日平均給水量は節水意識向上の

ため前年度より７立方メートル減の５，２９８立方メートルで、前年度比０．１３％

の減でした。 

建設改良事業は、町道１１９号線配水管布設工事を行いました。 

増設改良事業は、高台第一浄水場のポンプ井更新工事及び配水ポンプ制御盤改修工

事、高台第二浄水場内配水管更新工事や下水道工事に伴います町道１０５号線配水管

布設工事等を行いました。 

営業収支では、事業収益全体として、２億１，９７０万４，３２０円、前年度比８．

０５％の減収となりました。事業支出全体は１億８，８６５万３，８４１円、前年度

比３．３３％の減額となりました。結果として事業収益が事業支出を上回ったことに

より、総体としては３，１０５万４７９円の純利益となりました。 

決算書の２７８ページにお戻りください。 
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平成２７年度開成町水道事業決算報告書です。 

１、収益的収入及び支出の収入です。第１款水道事業収益、予算額２億４，０５９

万４，０００円に対し決算額は２億３，４９５万８，６６６円で、予算額に比べ５６

３万５，３３４円の減収となりました。 

第１項営業収益、予算額２億２，０５４万９，０００円に対し決算額は２億１，４

６８万１，０６１円で、５８６万７，９３９円の減収となりました。 

２項営業外収益、予算額２，００４万５，０００円に対し決算額は２，０２７万７，

６０４円で、２３万２，６０５円の増収でありました。 

次に、支出です。第１１款水道事業費用、予算額２億４，０５９万４，０００円に

対し決算額は１億９，８５９万８，０７５円で、執行率は８２．５％、不用額は４，

１９９万５，９２５円であります。 

第１項営業費用、補正予算額２７３万６，０００円の減額は、職員の給与費等でご

ざいます。予備費支出額３８７万４，３１９円は、有形固定資産償却費等の増額、予

算額１億７，１３１万９，３１９円に対し決算額は１億６，５９３万１，１６７円で、

不用額は５３８万８，１５２円であります。 

第２項営業外費用、予備費支出額５２万７，６００円は、消費税の不足分の負担で

す。予算額３，２９０万１，６００円に対し決算額は３，２６４万３，５９０円で、

不用額は２５万８，０１０円であります。 

第３項予備費、補正予算額２７３万６，０００円は、営業費用の補正額に伴う増額

です。予備費支出額は４４２万５，２３７円となり、予算額３，６３４万９，７６３

円となりました。決算額は０円でございます。 

第８項特別損失は、２件の還付による過年度損益修正損２万３，３１８円を予備費

から充用いたしました。 

続きまして、２８０ページをお開きください。 

基本的収入及び支出の収入です。第２款、基本的収入です。予算額５，３４３万円

に対し決算額は５，２３９万８，５２０円で、予算額に比べ１０３万１，４８０円の

減収となりました。 

第１項分担金、予算額４０３万円に対し決算額は３０６万円で、９７万円の減額。

減額は、下水道工事に伴う水道管布設替え工事の分担金の減収です。 

第２項負担金、予算額１６０万円に対し決算額は１５３万８，５２０円で、６万１，

４８０円の減収であります。 

第５項企業債、予算額４，７８０万円に対し決算額も同額の４，７８０万円です。 

次に、支出です。 

１２款資本的支出、補正額１０３万６，０００円の減額を行い、補正後の予算額１

億６，５９７万９，０００円に対し決算額は１億５，４９１万７７円で、執行率は９

３．３％です。不用額は１，１０６万８，９２３円です。 

第１項建設改良費、補正額１３０万円の減額は工事請負費の減額であります。予算

額６７０万円に対し決算額は６６８万５，２００円で、不用額は１万４，８００円で
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す。 

第２項増設改良費、補正予算額２６万４，０００円の増額は職員給与費等でござい

ます。予算額８，９８０万２，０００円に対し決算額は８，１７４万８，０３４円で、

不用額は８０５万３，９６６円でございます。不用額の主な要因は、入札の執行残で

ございます。 

第３項企業債償還金、予算額６，６４７万７，０００円に対し決算額は６，６４７

万６，８４３円で、不用額は１５７円でございます。 

第４項予備費の支出額はありません。予算額は３００万円で、決算額は０円でござ

います。 

なお、欄外の下に記載してあります金額等は、資本的収入額が資本的支出額に対し

て不足が生じましたので、公営企業法の会計処理方法により補填したものでございま

す。 

それでは、別冊の決算書説明資料の９２、９３ページをお開きください。決算書は

２９７ページになります。 

歳入です。収益的収入の水道事業収益、給水収益の水道使用料は、平成２７年度に

調定した件数は４万２，９８７件でございます。前年度より７０万４，０００円の増

収となりました。 

受託工事収益の給水工事加入金は１６７件の新加入者の水道加入金等で、前年度に

つきましては、駅東に建ちましたインフラレジデンス等の加入金がありましたので、

前年度よりも１，８２５万円の減収でございます。 

その他の営業収益の手数料は給水工事設計審査や下水道使用料徴収等の手数料で、

前年度より７５万１，０００円の減収です。 

雑収入は、仮設メーター賃借料が１１件、仮設メーターの水道使用料が１２件、検

満メーターの売却が、これは５９５個の売却費及び水道の放射能検査等の費用を東京

電力から損害賠償としてもらった費用でございます。 

他会計負担金は、３７８基の消火栓の維持管理費でございます。 

営業外収益、受取利息及び配当金は定期預金、国債、県民債に係る預金利息でござ

います。長期前受金戻入益は、減価償却費のうち補助金等で不足しました部分の戻入

益で、会計上の歳入になります。実際の歳入はありません。 

雑収益は、東京ガスから小田急電鉄軌道敷の地下埋設用地使用料になります。  

続いて、資本的収入になります。決算書では３００ページになります。  

資本的収入、分担金、配水管布設分担金は、下水道工事に伴う配水管布設替え工事

に係る分担金です。前年度より２６３万７，０００円の増です。 

負担金、他会計負担金、消火栓設置費負担金は、消火栓設置１基、消火栓補修２基、

消火栓ボックス交換２基に係る負担金で、前年度より８２万５，０００円の減です。 

企業債、企業債は配水管布設工事４件に係る起債で、地方公共団体金融機構資金か

ら１件でございます。 

次に、９４．９５ページをお開きください。歳出になります。決算書は２９８ペー
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ジからになります。 

収益支出から説明いたします。水道事業費用、営業費用、原水浄水配水及び給水費

は、水質検査、配水管漏水調査、浄水場次亜塩素注入ポンプ点検整備工事、滅菌装置

の保守点検及び電気設備の保安等の委託、漏水当番経費や給・配水管の維持管理等の

工事を実施しました。 

２目受託工事費は、町道１１８号線制水弁高さ調整工事や漏水修理工事を行いまし

た。前年度より４０万９，０００円の増となります。 

３目総係費は、水道事業運営上全般に要する費用で、テレメータの回線利用による

浄水場施設の監視等により、効率的な水道事業を行いました。 

４目有形固定資産償却費は、建物、建築物、機械及び装置等の有形固定資産の減価

償却費でございます。 

５目資産減耗費は、下水道工事に伴う配水管の撤去や配水ポンプ制御盤改修に伴う

構築物、機械及び装置の除却経費でございます。 

営業外費用、１目支払利息は、平成２７年度当初企業債残高１１億２，８１２万５，

０００円に対する利子返済分でございます。前年度より１９３万７，０００円の減で

ございます。 

３目雑支出は、消費税端数の調整でございます。 

特別損失、１目過年度損益修正損は、水道使用料の過年度水道使用料還付２件にな

ります。 

続きまして、資本的支出です。決算書は３０１ページになります。 

資本的支出、建設改良費、１目拡張事業費は、町道１１９号線配水管布設工事を行

いました。前年度より１，０１７万５，０００円の減でございます。 

増設改良費、１目配水施設整備工事費は、高台第一浄水場ポンプ井更新工事、配水

ポンプ制御盤改修工事ほか１件の浄水場施設の更新工事と、下水道工事に伴う町道１

０５号線配水管布設替え工事、及び消火栓設置１カ所、消火栓補修２カ所、消火栓ボ

ックス交換工事２カ所を行いました。前年度より１，５０７万４，０００円の増でご

ざいます。 

２目メーター費は、計量法に基づく６０８件の検満メーターの取りかえ工事と７８

４個のメーターを購入いたしました。 

企業債償還金、１目企業債償還金は、平成２７年度当初企業債残高１１億２，８１

２万５，０００円に対する残金返済でございます。前年度より１３５万２，０００円

の増となっております。 

説明資料の最後に、資料４で工事箇所を添付しております。後ほど、御覧いただき

たいと思います。 

恐れ入りますが、決算書の２８２ページをお願いいたします。 

平成２７年度開成町水道事業損益計算書でございます。なお、全ての収益等費用は

税抜きで記載しております。 

１の営業収益は水道使用料、給水工事加入金が主なものであり、営業収益合計は１
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億９，９４２万６，７１５円となりました。２の営業費用は水道事業を運営する上で

施設管理費や事務的経費、有形固定資産の減価償却、資産減耗費であり、営業費用の

合計は１億６，３５１万４，５３２円です。営業収益から営業費用を差し引いた営業

利益は３，５９１万２，１８３円となります。 

３の営業外収益は受取利息、長期前受金戻入と雑収益が主なもので、収益合計は２，

０２７万７，６０５円、４の営業外費用は企業債の支払利息が主なもので、その合計

は２，５１１万５，９９１円、営業外収支は支出超過の４８３万８，３８６円となり

ます。 

５の特別損失は、１の過年度損益修正損の２万３，３１８円です。当年度の純利益

は、営業利益から営業外収益の支出超過額と特別損失を差し引きました３，１０５万

４７９円となりました。この純利益に前年度繰越利益剰余金３，０４０万７，２０１

円を加えた６，１４５万７，６８０円が当年度未処分利益剰余金となります。  

２８４ページをお願いいたします。 

開成町水道事業剰余金計算書です。平成２６年度から表形式となりました。表左上

段の前年度末残高から中段の処分後残高までの表上段にあります資本金、資本剰余金

及び利益剰余金は、平成２６年度の決算議会により処分をされました。平成２６年度

末の資本合計は、資本金と資本剰余金及び利益剰余金の処分後残高の合計１５億５，

２４８万２７５円になります。当年度変動額は、当年度純利益が３，１０５万４７９

円が未処分利益剰余金として計上され、資本合計は前年度末残高の１５億５，２４８

万２７５円に当年度変動額の利益剰余金合計３，１０５万４７９円を加えました１５

億８，３５３万７５４円となります。 

次に、２８６ページをおめくりください。 

平成２７年度開成町水道事業剰余金処分計算書（案）でございます。こちらが、議

案第３９号になります。 

当年度未処分利益剰余金６，１４５万７，６８０円から企業債償還に充てる減債積

立金を１，０００万円、建設事業に充てる建設改良積立金を２，０００万円を積み立

てまして、残金の３，１４５万７，６８０円を翌年度繰越利益剰余金とする案でござ

います。 

続きまして、２８８ページをお開きください。 

平成２７年度開成町水道事業予定貸借対照表について、御説明をいたします。 

資産の分です。１、固定資産は、１、有形固定資産のイの土地からトの建設仮勘定

まで、有形固定資産合計２８億８，８３１万８４２円と、２、無形固定資産のイ、電

話加入権２１万３，０４０円と３、投資その他の資産のイ、リサイクル預託金９，１

３０円を加え、固定資産合計が２６億８，８５３万３，０１２円となります。２の流

動資産は、１、現金預金から３の貯蔵品の流動資産合計が５億９，１６３万９，２２

７円となります。資産合計は、固定資産合計と流動資産合計を加えまして、３２億８，

０１７万２，２３９円となりました。 

２８９ページをお願いいたします。 



－１５６－ 

次に、負債の部です。３、固定負債は、１、企業債と２、引当金のイの修繕引当金

の合計１０億４，８４０万２，４２９円。４、流動負債は、１、一時借入金から４、

引当金の合計１億２３７万７，６１６円でした。５、繰延収益は、１の長期前受金の

イからホの合計５億４，５８６万１，４４０円となります。負債合計は、固定負債合

計、流動負債合計と繰延収益合計を加えまして１６億９，６６４万１，４８５円とな

ります。 

次の２９０ページをお開きください。 

資本の部でございます。６の資本金、（１）の自己資本金のイの固定資本金からハ

の出資金の合計１４億２，８９６万３，０７４円、７、剰余金の（１）資本剰余金は、

平成２７年度の決算議会で負債の部の繰延収益の項に移設したため、こちらはありま

せん。２の利益剰余金は、イの建設改良積立金からハの未処分利益剰余金を加えた１

億５，４５６万７，６８０円となります。 

資本合計は、資本金合計と利益剰余金を合わせた１５億８，３５３万７５４円とな

ります。負債と資本を合わせました、負債資本合計は、３２億８，０１７万２，２３

９円となります。 

最後に、２９５ページをお開きください。 

平成２７年度開成町水道事業のキャッシュ・フロー計算書でございます。  

１、営業活動によるキャッシュ・フロー、１の当年度純利益の３，１０５万４７９

円と２の営業活動から得た現金預金への当年度純利益の調整のイの有形固定資産原

課償却費からホの営業活動以外による資産及び負債の増減額までの小計１億５，０５

７万１，１０６円に、受取利息及び配当金受入額、支払利息及び企業債取扱諸費支払

額を加えた金額が営業活動から得た現金預金（純額）として１億２，５７０万６，２

８６円となります。 

次に、２の投資活動によるキャッシュ・フローです。１の固定資産の取得による支

出（建設改良費）と２の上記（１）実施に係る負担金等収入の合計が投資活動から得

た現金預金（純額）となり、７，８５３万８，９３１円のマイナスとなります。  

次に、３の財務活動によるキャッシュ・フローです。１の企業債の発行と２の企業

の償還の合計が財務活動から得た現金預金（純額）となり、１，８６７万６，８４３

円のマイナスとなります。 

４の現金預金及び現金等価物増加額・減少額は、１の営業活動から得た現金預金（純

額）、２の投資活動から得た現金預金（純額）と３の財務活動から得た現金預金（純

額）の合計となり、２，８４９万５１２円の増額となります。 

５の現金預金及び現金等価物期首残高５億３，７６７万３，６５２円を加えました

６の現金預金及び現金等価物期末残高は、５億６，６１６万４，１６４円となります。 

こちらの金額ですけれども、資料の３０３ページをお開きください。 

３０３ページの中段にあります預金現金金融機関別明細書の現在の預金残高が、こ

ちらに書いてあります。こちらの合計と先ほどのキャッシュ・フローの６の現金預金

及び現金等価物期末残高が同額となっております。 



－１５７－ 

説明は以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

これで、認定第７号 決算認定について（水道事業会計）及び議案第３９号 水道

事業会計未処分利益剰余金の処分についての細部説明を終了いたします。  

 


